	ブース№　
	地球温暖化防止の取組
	ブース№　

	テーマ
	廃材の再利用によるゴミの減量とヒートアイランド現象の防止

	活動の目的
	1 ゴミとして出される木製品、建築端材、剪定枝等の再利用によるゴミ減量。

2 夏、ツル性植物で緑のカーテンを作り、ヒートアイランド現象の防止をはかる。

	活動内容

または

発表内容
	1 粗大ゴミとして出されるタンスや戸棚等の木製品で使われている木材、建築現場で不用となった端材、剪定枝、木の実等を使って、飾り物や実用品を作る。
　木が木材として使われる様になるまで５０年・１００年と言う年月が必要で、多くの人々の労力でやっと板や柱となる。古くなったものでも心はしっかりしていたり、古さ故の味も持っている。これを燃やして簡単に炭酸ガスにして良いのかと考えた。

2 夏、戸や窓を開けるとムッとした熱気が入り込み、外は照り返しがきつい事から朝顔、風船かずら、にが瓜を西日の当たる南面、西面に並べて植え、緑のカーテンを作った。
　普通のスダレと違って茎に水を通しているから、より温度を下げ、花を咲かし、実も出来る上に炭酸ガスを吸って酸素を出してくれる。

	1 結　果
	2 　少しは電力を使うので炭酸ガス排出の防止は期待できないかも知れないが、ゴミから宝物(作った者にとって)を作る喜びや｢もったいない｣精神を生み、物を大切にする心を持つ事から、ゴミの減量につながる。

3 　“緑のカーテン”の作る陰と日向では地上で８℃差、地上１ｍで５℃の温度差が出た。

	参加者への
呼びかけ
	1 　今は私市山手の集会所でやっているので地区の人しか出来ないが、
『私もしたい』『教えてほしい』と言われる他地区の人も多い。交野市として、作業場を設定してほしい。(シルバーセンターとの提携は)

2 　小さな快適さを求めて大きな不快さを作る事やクーラーなしには生きて行けない人体をつくってしまう。みんなが考え、実施し、努力しないと、ますます悪くなるばかり。

	出展者
	· 名　称　私市山手木工クラブ

· 所在地　〒576-0032 交野市私市山手２－２－９

· 連絡先　TEL　072-892-3284　  

· 代表者又は担当者名　熊　野　　稔


